
別紙１－１　研修の科目及び内容（基礎課程） 計１８時間

科目記号・科目名 項目名 目的及び内容例 科目記号・科目名 項目名 目的及び内容例

(1)重度訪問介護の制（目的） (1)抱きかかえ方及び（目的）
　 度とサービス ・重度訪問介護の制度とサービス、その 　 移乗の方法 ・抱きかかえ方や移乗の方法を習得する。
　（１時間） 　役割や位置づけについて理解する。 　（１時間） （内容）

（内容） ・床と車いす間の移乗
・障がい者福祉の背景と動向 ・ベットと車いす間の移乗
・障がい者の日常生活及び社会生活を総合的 ・２人の介助者で行う場合

　に支援するための法律の概要 ・自動車への乗降介助　等
・重度訪問介護の制度とサービス　等 (2)車いすの移動介助（目的）

(2)重度訪問介護利用（目的） 　（２時間） ・車いすでの移動を介助する場合の車いす
　 者の理解 ・重度訪問介護利用者及びその地域生活 　の取り扱い方や平地、階段での移動方法
　（１時間） 　の支援について理解する。 　などを習得する。

（内容） （内容）
・重度訪問介護利用者の障がい・疾病 ・車いすの取り扱い方
・重度訪問介護利用者の心理 ・車いす移動介助における注意
・重度訪問介護利用者の地域生活 ・姿勢保持について
・重度訪問介護利用者の社会参加 ・平地での移動
・重度訪問介護従事者の職業倫理　等 ・階段における移動
（目的） ・エレベーター、エスカレーターの利用
・基礎的な介護技術について理解する。 ・乗り物を利用する場合の注意
（内容） ・雨天時の移動
・介護の目的、機能と基本原則 ・歩行移動介助方法の留意点　等
・介護ニーズと基本的対応 (3)生活行為の介助 （目的）
・在宅介護の特徴とすすめ方 　（３時間） ・排泄、食事、衣服の着脱等生活行為の介
・福祉用具の基礎知識と活用 　助方法を習得する。
・介護者の健康管理　等 （内容）
（目的） ・食事の介助方法
・障がい者の人権についての理解を深める。 ・衣服着脱の介助方法
（内容） ・排泄の介助方法
・障がい者の人権 ・入浴の介助方法　等
・権利擁護制度　等

・肢体不自由者の介護現場を体験する。
・肢体不自由者とのコミュニケーションを

　体験する。

※全身性障がい者(児)当事者を含めた演習方
　式で実施することも可。
・外出時の付き添い方法を体験する。
※原則として屋外への外出を体験すること
※全身性障がい者(児)当事者を含めた演習方
　式で実施することも可。

６　外出時の介護技術
　に関する実習
（２時間）

１　重度の肢体不自由
　者の地域生活等に関
　する講義（２時間）

２　基礎的な介護技術
　に関する講義
（１時間）

Ⅰ　　講義　　５時間 Ⅱ　　演習　　６時間

３　人権啓発に関する
　知識（２時間）

４　基礎的な介護技術
　に関する演習
　（６時間）

Ⅱ　　実習　　７時間
　　※実習に先立ち、オリエンテーションを実施すること。

５　基礎的な介護と重
　度の肢体不自由者と
　のコミュニケーショ
　ンの技術に関する実
　習（５時間）



別紙１-２　研修の科目及び内容（追加課程） 計１２時間

科目記号・科目名 項目名 目的及び内容例

（目的）
・業務において直面する頻度の高い障がい・
　疾病について理解するとともに、介護
　職としての支援の方法を理解する。
（内容）
・肢体不自由者(児)の原因疾患及び症状の
　理解
・医療・看護との連携の必要性
・非医行為の範囲
・医療機器、医療用具の使用目的や使用上
　の留意点
・辱そう予防に関する基礎的な理解
・介護におけるリハビリテーションの
　視点
・ターミナルケアの考え方　等
（目的）
・コミュニケーション技術について理解す
　る。
（内容）
・他者理解と共感、受容
・言語コミュニケーションと非言語コミュ
　ニケーション
・重度肢体不自由者とのコミュニケーショ
　ンの方法
（目的）
・緊急時における対応及び危険防止のため
　の留意点等について理解する。
（内容）
・緊急時における連絡・連携と介護職員の
　役割
・事故防止のための留意点
・事故時の対策
・安全な食事介助
・介助者自身の体の保護　等

・重度肢体不自由者の介護を体験する。
※全身性障がい者(児)当事者を含めた演習方
　式で実施することも可。

２　コミュニケーショ
　ンの技術に関する講
　義（２時間）

３　緊急時の対応及び
　危険防止に関する講
　義（２時間）

Ⅱ　　実習　　４時間
　　※実習に先立ち、オリエンテーションを実施すること。

４　重度の肢体不自由
　者の介護サービス提
　供現場での実習
　（４時間）

Ⅰ　　講義　　８時間

１　医療的ケアを必要
　とする重度訪問介護
　利用者の障がい及び
　支援に関する講義
　（４時間）



別紙１-３　研修の科目及び内容（統合課程） 計３０時間

科目記号・科目名 項目名 目的及び内容例 科目記号・科目名 項目名 目的及び内容例
（目的）

(1)重度訪問介護の制 （目的） ・コミュニケーション技術について理解す
　 度とサービス ・重度訪問介護の制度とサービス、その 　る。
　（１時間） 　役割や位置づけについて理解する。 （内容）

（内容） ・他者理解と共感、受容
・障がい者福祉の背景と動向 ・言語コミュニケーションと非言語コミュ
・障がい者の日常生活及び社会生活を総合的 　ニケーション

　に支援するための法律の概要 ・重度肢体不自由者とのコミュニケーショ
・重度訪問介護の制度とサービス　等 　ンの方法

(2)重度訪問介護利用 （目的） （目的）
　 者の理解 ・重度訪問介護利用者及びその地域生活 ・喀痰吸引を必要とする重度訪問介護利用者
　（１時間） 　の支援について理解する。 　の障がい及び支援と緊急時の対応及び危険

（内容） 　防止について理解する。
・重度訪問介護利用者の障がい・疾病 （内容）
・重度訪問介護利用者の心理 ・呼吸について
・重度訪問介護利用者の地域生活 ・呼吸異常時の症状、緊急時対応
・重度訪問介護利用者の社会参加 ・人工呼吸器について
・重度訪問介護従事者の職業倫理　等 ・人工呼吸器に係る緊急時対応
（目的） ・喀痰吸引概説
・基礎的な介護技術について理解する。 ・口腔内・鼻腔内・気管カニューレ内部
（内容） 　の吸引
・介護の目的、機能と基本原則 ・喀痰吸引のリスク、中止要件、緊急時対応
・介護ニーズと基本的対応 ・喀痰吸引の手順、留意点　等
・在宅介護の特徴とすすめ方 （目的）
・福祉用具の基礎知識と活用 ・経管栄養を必要とする重度訪問介護利用者
・介護者の健康管理　等 　の障がい及び支援と緊急時の対応及び危険
（目的） 　防止について理解する。
・障がい者の人権についての理解を深める。 （内容）
（内容） ・健康状態の把握
・障がい者の人権 ・食と排泄（消化）について
・権利擁護制度　等 ・経管栄養概説

・胃ろう（腸ろう）と経鼻経管栄養
・経管栄養のリスク、中止要件、緊急時対応
・経管栄養の手順、留意点　等

Ⅰ　　講義　　５時間

４　コミュニケーショ
　ンの技術に関する講
　義（２時間）

５　喀痰吸引を必要と
　する重度障がい者の
　障がいと支援に関す
　る講義・緊急時の対
　応及び危険防止に関
　する講義①
 （３時間）

６　経管栄養を必要と
　する重度障がい者の
　障がいと支援に関す
　る講義・緊急時の対
　応及び危険防止に関
　する講義②
 （３時間）

１　重度の肢体不自由
　者の地域生活等に関
　する講義（２時間）

２　基礎的な介護技術
　に関する講義
（１時間）

３　人権啓発に関する
　知識（２時間）



科目記号・科目名 項目名 目的及び内容例 科目記号・科目名 項目名 目的及び内容例

(1)抱きかかえ方及び （目的）
　 移乗の方法 ・抱きかかえ方や移乗の方法を習得する。 ・肢体不自由者の介護現場を体験する。
　（１時間） （内容） ・肢体不自由者とのコミュニケーションを

・床と車いす間の移乗 　体験する。
・ベットと車いす間の移乗 ※全身性障がい者(児)当事者を含めた演習方
・２人の介助者で行う場合 　式で実施することも可。
・自動車への乗降介助　等 ・外出時の付き添い方法を体験する。

(2)車いすの移動介助 （目的） ※原則として屋外への外出を体験すること
　（２時間） ・車いすでの移動を介助する場合の車いす ※全身性障がい者(児)当事者を含めた演習方

　の取り扱い方や平地、階段での移動方法 　式で実施することも可。
　などを習得する。 ・重度肢体不自由者の介護を体験する。
（内容） ※全身性障がい者(児)当事者を含めた演習方
・車いすの取り扱い方 　式で実施することも可。
・車いす移動介助における注意
・姿勢保持について
・平地での移動
・階段における移動
・エレベーター、エスカレーターの利用
・乗り物を利用する場合の注意
・雨天時の移動
・歩行移動介助方法の留意点　等

(3)生活行為の介助 （目的）
　（３時間） ・排泄、食事、衣服の着脱等生活行為の介

　助方法を習得する。
（内容）
・食事の介助方法
・衣服着脱の介助方法
・排泄の介助方法
・入浴の介助方法　等
（目的）
・喀痰吸引及び経管栄養の方法を習得する。
（内容）
・喀痰吸引（口腔内）

・喀痰吸引（鼻腔内）

・喀痰吸引（気管カニューレ内部）
・経管栄養（胃ろう・腸ろう）
・経管栄養（経鼻）

９　基礎的な介護と重
　度の肢体不自由者と
　のコミュニケーショ
　ンの技術に関する実
　習（３時間）

10　外出時の介護技術
　に関する実習
（２時間）

Ⅱ　　演習　　８時間 Ⅲ　　実習　　９時間
　　※実習に先立ち、オリエンテーションを実施すること。

11　重度の肢体不自由
　者の介護サービス提
　供現場での実習
　（４時間）７　基礎的な介護技術

　に関する演習
　（６時間）

８　喀痰吸引等に関
　する演習（２時間）



別紙１－４　研修の科目及び内容（行動障がい支援課程） 計１４時間

科目記号・科目名 項目名 目的及び内容例 科目記号・科目名 項目名 目的及び内容例

（例）支援区分と行動関連項目・重度訪問介
護の
対象拡大・発達障がい者支援体制整備・強度
行動障
がい支援者養成研修

切さ

・ 障がい者の人権

・ 権利擁護制度　等

①強度行動障がいとは

②強度行動障がいと
医
療

③強度行動障がいと
制
度

④構造化

Ⅰ　　講義　　8.5時間 Ⅱ　　演習　　5.5時間

１　強度行動障がいが
ある者の基本的理解
（1.5時間）

２　強度行動障がいに
関する制度及び支援技
術の基本的な知識
（5時間）

②固有のコミュニ
ケーション

③行動障がいの背景
にあるもの

⑦実践報告

①情報収集とチーム
プレイの基本

３　行動障がいの背景
にある特性の理解
（1.5時間）

⑤支援の基本的な枠
組みと記録

⑧障がい者の人権に
ついての理解

３　人権啓発に関する
　知識（２時間）

１　基本的な情報収集
と記録等の共有
（1時間）

⑥虐待防止と身体拘
束

２　行動障がいがある
者の固有のコミュニ
ケーションの理解（3
時間）


